
 
 

 

 

ごみ削減のためには、私たち一人ひとりがくらしの中で３Ｒの取組を実践することが必要です。 

家庭や事業所において、どんな行動を取ることが大切なのか、３Ｒ推進に関する講演と事例発表 

から先進的な取組や考え方を学び、何ができるか一緒に考えてみましょう。 

 

       平成 30 年 10 月１９日（金） 14:00～16:00 

       静岡市民文化会館 中ホール 静岡市葵区駿府町 2-90 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成 30 年度 

３ Ｒ 推 進 フ ォ ー ラ ム 
～くらしのごみ削減 私たちができること～ 

主催：静岡県 

共催：静岡県環境衛生自治推進協会連合会、３Ｒ活動推進フォーラム 
後援：静岡県ごみ減量・リサイクル推進委員会 

 事例発表  

「ごみダイエットプロジェクト」の取組について 

講師 ： 富士宮市生活環境課 
 

 

富士宮市では、ごみの減量化を目指す新たな取組として、平成29年度から市民・事業者・行政が 

一丸となって「ごみダイエットプロジェクト」を実施している。昨年度は、夏の取組（６～７月） 

と冬の取組（12～１月）を行い、清掃センターに運ばれた可燃ごみを前年同期比でそれぞれ92トン、

328トンの減量を達成する成果をあげている。 

 講 演  

テーマ 「家庭ごみの削減に向けて私たちができること」 

講師 ： 東洋大学経済学部教授  

             山谷 修作 氏 
 
＜プロフィール＞ 

ごみ行政研究の第一人者で、全国各地の現場に熱心に足を運んで、フィー 
ルドワークを実施している。 
主な著書に、「ごみゼロへの挑戦」（丸善 2016 年）、「ごみ効率化」（丸善  

2014 年）、「ごみ見える化」（丸善 2010 年）などがある。最近では、月刊誌 

「都市と廃棄物」において「ごみ減量プログラムの新たな展開と課題」を 

連載中。 

中央大学大学院経済学研究科博士課程修了。経済学博士。専門は環境政策、 
環境経済学。新潟県出身。 

日時 

会場 

 入場無料 

申込不要 

※「３Ｒ」（スリーアール）とは、Reduce（リデュース・発生抑制）、Reuse（リユース・再

使用)、Recycle（リサイクル・再生利用)の３つのＲから始まる言葉の総称で、ごみを減ら

すためのキーワードです。 



 プログラム  
  13:00～13:45 静岡県環境衛生大会（表彰式典）【同時開催】 

 

 会場アクセス  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お問い合わせ  
 

 

 

 

 

 

 *参考* ごみ削減の情報サイト  

14:00 開 会 

14:05 事例発表 「「ごみダイエットプロジェクト」の取組について」 

講師：富士宮市生活環境課 

14:25 講 演  「家庭ごみの削減について私たちができること」 

講師：東洋大学経済学部教授 山谷 修作 氏 

16:00 閉 会 

●電車 

ＪＲ静岡駅北口から徒歩約 25 分 

静岡鉄道新静岡駅から徒歩約 10 分 

 

●バス 

ＪＲ静岡駅北口【５番】または【６番】

乗り場から、しずてつジャストライン

で約 10 分 

「静岡文化会館入口」で下車 

 

●お車 

東名高速静岡インターから約 25 分 

 ※お車でお越しの際は、市営駐車場又は

近隣の駐車場をご利用下さい。 

静岡県 廃棄物リサイクル課 資源循環班 

電話／054-221-2137 FAX／054-221-3553 

〒420-8601 静岡市葵区追手町 9-6 
Ｅメール／hai@pref.shizuoka.lg.jp 

会場：静岡市民文化会館（静岡市葵区駿府町 2-90） 

静岡県が運営するごみ削減の情報

を発信しているウェブサイトです。 

エコショップ情報、ごみ削減ノウハ

ウ集、環境や３Ｒに関するイベント

情報を掲載しています。 

ぜひ、お気軽にご利用ください！ 

 Ｒのあるくらし   検索  


